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Abstract

　As 　a　preliminary　research 　into　cross −cultural 　studies 　on 　the　hazard 　perceptlon　of　safety 　colors ，　this　study
investigated　the　perceived　hazard　Ievel　of 　eight 　safety 　colors 　designated 　in　JIS　Z　9103 　by　using 　Chlnese　university
students 　residing 　in　Beijing　and 　compared 　the　results 　with 　those　of　Japanese　university 　students 　resid 「ng 　jn　Tokyo
in　the　study 　conducted 　by　Ochiai　and 　Saito（2005）．　These　e 「ght　colors 　inclL亅ded　the　six　safety 　colors−red 、　orange ，

yellow，　green，　blue，　and 　reddish 　purple−and 　two　contrast 　colors ，　namely ，　black　and 　white ，TWo　types　of　color 　stimuli ，
Golor 　nanles ，　and 　cQlor 　chips 　were 　used 　and 　 assigned 　to　two　sublect 　groups　 The　percelved　hazard　levels　of　the

eight 　colors 　were 　rated 　by　120　Ghinese　students 　using 　a　Likert−type　scale ．　For　Beijing　students ，　the　free

associatlonal 　words 　for　eight　safety 　colors 　were 　also 　investigated．The 　resu 」ts　revea ］ed 　that　in　Tokyo．　the　rating　for
orange 　was 　signiticantly 　Iower　than　that　for　yellow．　 In　Beijing，　however ，　the　ratings 　for　orange 　and 　yellow　did　not
differ　significantiy ・Aremarkable　cultural　difference　was 　observed 　between　Beijing　and 　Tbkyo　in　terms　of　the　ratings
for　red 　and 　white ．　The　Beijing　students 　assigned 　a　Iower　rating　to　red 　than　the　To　kyo　students ，　who 　assigned 　the
highest　rating　to　this　co 「or　 In　contrast ．　the　Beijing　 students 　assigned 　a　higher　rating　to　white ，　while 　the　Tbkyo

students 　assigned 　the　Iowest　rating 　to　this　cobr ．　Based　on 　the　results 　of　the　ana 「ysls　of　color 　associations ，　it　was

「mplied 　that　the　Beijing　students
’
ratings 　for　red 　and 　white 　were 　influenced　by　the　cultural　meanings 　of　these　two

colors 　in　China，

Key　words ：Safety　Coror、　Perceived　Hazard，　Beijing，　Cultural　Difference，　Color　Association

要　旨

　安全色 の リス ク認 知 に 関 す る 国 際比 較 研 究 の 予備調 査 と して ，本研 究 で は ，北京 在住の 中国人学生を対象にJ）S
Z9103 に採用され て い る安全色8色 の潜在危険度 に つ いて調査 を行い、落合 ・齋藤（2005 ）の 研究にお ける東

京在住の 日本人学生の結果との比 較検討を行 っ た。こ れらの 8色 は、赤，オレン ジ、黄，緑 青、赤紫の安全色 6色

と，黒、白の対比 色 2色 で あ っ た。色名と色 票の 2種類の 色刺激を用 い て．2つ の被験者群 に害ljり当てた。 120 名

の 中国人学生 がリッ カート尺度を用 い て 8色の潜在 危険の程 度を評定 した。また ，北亰 の 学生 に は 安全色 8色 に対

す る 自由連想語も調査した。そ の 結果 ．東京 で はオ レ ン ジ の 危険度 評 定が黄 よ りも 有意 に 低 か っ た が ，北京で は オ

レン ジと黄 の評定 に有意差が見られなか っ た。 赤と自の危険度評定 においては ，北 京と東京 との 間で 顕 著な文化

的差異が見出された 。 東京の学生 は赤 の危険度 を最も高 く評 定 したのに対 して ，北京の学生 は東京の 学生 よりも

赤の 危険度を低く評定した 。 対照 的に．栗 京の学 生は 白の危険 度を最も低く評定 した の に対して「北京の学生は

東京の 学生 よ Dも 白の 危険 度 を高く評定 した。色彩連想の 分析か ら、赤と白に対 する北京 の学 生の評 定 には，中

国における こ れら2色の文化的意味が影響を及 ぼした可能性が示唆された。
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落合ほか ：安全色の リス ク認知 における北京と東京の 比較
．
予備調合 報告

1． は じめ に

　工業規 格の 国際標準化の 動向に合わせて ，日本に

おける安全色 ・安全標識の 規格は，国際標準との 整

合化が進 め られて ぎた。しかしな がら，先 般改訂 され

た日本工 業規格（以下 JIS）の JISZ9103 〔安全 色
一

一
般的 事項）

D
は国 際標準と

一
致 しなかっ た 。

　国 際標準化機構（以下 ISQ）の 安全色は ，先般の 規

格改訂 により環境安全 の規格 ISO　3864 −1　
L’1，
，製品安

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぶ

全の 規格 ISO　3864 −2 に区 分された 。 従来，　 ISO

3864 に採用 され て いた安全 色 は赤 黄 ．緑 ，青 の 4

色 で あ っ た。改訂後の ISO　3864 −］は 1日規格 と「司様

の 4 色で あるが，ISO　3864 −2 では限 定的にオレン ジ

を安全 色 と して 採 用 した 。

　 一
方 ，JISは ISO の 規 格 との 堅 合 化 を 図 る た め，

2005 年 10 月に安全色・安全標識に関わる 3つ の 規格

（JISZ9101 ，Z9103 ，Z9 ］04 ）の 改訂を実施 した 。

改訂前の JIS　Z　910 ］
41

にお い て は，オ レン ジは 「危

険」を意味する色として，赤が意味する「葛度の危険」、

黄が 意味す る「注意 」との 中 問に位 置 付け られ，危険

の 程度を3 段階に区分する士で 重要 な色とみ な され

て い た。また，「放射能」を意 味する 色として 赤 紫が

採用 されて い た こ とも ISOとの 相 違点 で あ
一
⊃た。こ の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／
t
　　　　　　　　　　　　　　 ：

，
〉

改訂に よ D ．JIS　Z　9 ］Or は 1SO　 3864 −1 の 翻訳

一
致 規格と位置付 けられ，オ レ ン ジと 赤 紫 が 安 全標識

に用 い る安全色 から除外された。しかしなが ら，JISZ

9103
．
）

にお い ては．1日規格に引ぎ続ぎ．「危険」及び

「明示∠を意 味する色として オレン ジ ，「放射能」を意 味

する色として 赤紫を採用した。こ れにより，日本で は，

国内規格間で採用 されて い る安全色に不
一致が生じ

る こ ととな っ た。

　 先 般 の ISOの 規格改 訂で は、　 ISO　3864 の 改 訂 作

業委員 会 （ISOfiC 　145 ／SC21WG 　1〕にお い て，日木や

アメリ力合 衆 国 の 主張 によ り安 全色 として オ レ ン ジの

採用が議論され た
己〕

。しかしな がら，同委員会で は，

オ レン ジ の 採用 を 議論 する に あ た っ て ，そ の 亥全 色 と

して の有 効性 に つ いて謳査
・
実 験 に基 づ く実 証 的検

討は 行わ れ な か っ た
註 η

。 ま た，JISの 安全色に 関す る

先行 研究 に つ い て も ，色 の 視 認性 ，誘 圉性 暮 ど の 観

点か ら検 討がなされて いるが
ア〕
．
］c ）

，JIS独 自の採 用色

が安全色として有効で あるかどうかに つ い て は，これ

まで十分な検討がなされて い なか っ た。

　 第
一

著 者らは，視覚 探索 課題 を用 いて周 辺の 色刺

激や周 辺の明 るさが安全色の探索時間に及 ぼす影響

につ い て 研 究を行 っ て ぎた
II〕 1と’

。その結 果 赤と黄

の 探索 で は周辺 の様 相 に関わ らず探索時間がほとん

ど変動しなかっ たが，オレン ジ の 探索は周辺諸条件の

変化によっ て 探 索時 間が著 しく変動 した 。

一方，著者

らは蜜全色 に対
．
ヴる リス ク 認 知に つ い て も検討を行 っ

　 lx

た　。［ヨ本人 学生を対象 に，」1Sに採用された安全色

8色 の潜 在危 険度の評定を行な っ たとこ ろ ，オ レン ジ

の 潜在危険度 は黄 よりも有 意 に低い という結果 が得

られた。これら2つ の異なるア プ ロ ーチか ら安全角 の

有効性に つ い て 研究を行っ てきた結 果 視知 覚 的 側

面 ，認知 的側面 の 両 面 に お い て ，オ レ ン ジ は 買全 色と

しての 有効性に乏しいことが示唆された 。

　しかしながら 1 日本人にお けるオレン ジ の 潜在危 険

度 に 関 して は，欧 米
14 ’

や中国
1　F’）

と い っ た他の 文化圏

にお ける先行研究と
一

致した結果が得られなか っ た。

欧州在 住の 1169 名 を対 象 に，色 名 を刺 激として 潜

在 危 険 の 評 定を 行な っ た Dunlap　et　al14
／／
の 研 究 で は，

赤 ，オレンジ、黄 青、緑，臼の順 で潜在危険度がほ

ぼ一致して い た 。

一
方，香港在住の 88 名を対象に行

っ た L、xlm 。n　、t　。L151
’
の研究で［ま，　Dun ［。p ，i　。11e

’

の 結

果と異な D，オレン ジと黄の 潜在危 険度 に有 意差が認
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 15 ）

められな か っ た。こ の 結 果か ら，Luximon 　et　al は，

色の リス ク認知に関する文化的芦異の 存在を指摘し

て い る。しか しなが ら，東 アジアでは色 のリスク認知

に 関 す る 交叉文化的研究は行わ れ て い な い 。

　 日本 の隣国で臾 アジアの 主要 国家である中国で は ．

オ レ ン ジや赤紫を安 全 色として 採 用 して おらず ，ISO

3864 −1と 同 じ4 色 が安 全 色 の 規 格GB 　289316D に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 17 ｝ 1引

採用 され て いる。また，中国人 における色 彩連想

は、ア メ リ力人の 色彩連想
19）

と比較して 色と概念 との

連合が明瞭ではな い とい う結果が示 され て い る。し

たが っ て 中国 人にお いて は，蜜 全 色に対 するリスク

認知が日本人と異な る 可能性が予測される．

　 こ れ らの 背景 を踏まえ，本研究［よ 更 ア ジア におけ

る安全 色の リス ク認知 に関する国 際比較研 究 の 予備

調 査 と し て．北京在 住 の 中 国 人 学生 120 名を対 象と

して，JIS　Z　9103 に規定 された安全色8色に 対する

リス ク認知の 調査を実施し，落合
・
齋藤

陶

による東京

近郊 に 在住 す る 日本人学 生 100 名 の 結 果 と の 比較 に

基づき，北京 と束京の 日中2 都市間 での安全色の リス

ク認知に対する文化的差異につ いて 検討を行っ た。

2．方法

2 ．1　 要因計画

　8× 2×2の 3要 因 混 合計画 を用 い た 。 安全色 （赤、

LI ［ニー一 一 」 269　 L 二二二＝＝＝：＝＝：＝＝＝＝＝＝1
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オ レン ジ，黄，緑，青 赤紫，黒 ．白）．朿1」激群 （色 名群、

色票 群）、調 査地域 （北京，東 京）の 3要因 を独 立変数

として 用い た。安全色の 要 因 は 被験者内変 数，刺激

群 と 調査地 域の要因は被験者間変数で あ っ た。

2，2　被験者

　北京の 被験 者 は学 生 120名 （男 性 60 名 1 女
1

性 60

名）で ，所 属 は北 京師范 大学 ］05 名，首都師范大 学 4

名，清華大学2名，その 他9名 であ っ た。一
方 ，落合

・齋藤
I」，

にお ける東京の被験者は，早稲田大学の学

生 100 名 （男性 50 名 ，女性 50 名 ）で あ っ た。平 均年

齢 は．北 京 の 被 験 者 は25 ．93歳 東京の 被験者 は

23 ．83 歳であ っ た 。 色 票群 の 被 1験 者 には．視 力，色

覚 に異 常がな い こ とを事前 に 確 認 した。

2 ．3 　色刺激

　JIS　Z　91031
，

に採用され て い る 8 色を刺激として

用 い た 。 そ れ ら8 色 は 赤 ，オ レン ジ．黄 ．緑 青 赤 紫の 安

表 1　日本 語 と 中国 語 の 色名な ら びに色 票 の マ ン セ ル 値

色刺激
凵本 語
の 色名

中国 i吾
の 色名

マ ン
ー
吻 レ 値

rcd 赤 窒⊥ 75R 　4115

U「ange 橙 橙 2．5YR 　6　d4

ヤollow「 黄 岐 25Y 　8〆14

9「een 緑 暴 10G 　4 ／1〔｝

b且uc 青 藍 2、5PB 　3，511 〔1

瓦
’
eddish 　Purple 赤 紫 紫 ぎ⊥ 2．5RP 　4 月 2

black 、黒、 黒 NI

whlr 己 ∩ 臼 N9 ．5

全 色 6 色と，黒．白の 対比 色 2色 で ある。色 名と色票

の 2種 類 の 刺激を用い て ，各々 2つ の 被験者群に割

り当てた 。 色 名は漢字 で 提示 し，日本語はMS 明朝体，

中国語は書体srmSun を用いて，130 ポイントでA4 版

の 白紙に黒 字で印 刷した。色 票は．JIS　Z　9103
〕

で

指定され た安全色の 基準色の マ ン セ ル 値に等しくな

るように調色された塗 料吹付色紙 （株式会社村上色彩

技術 研究所製作）を使用した。色票の 寸法は60mm ×

80mm で 、　 N7 ．5のA4 版厚 口 色 上質 紙 に貼 付 した。

表 1は．本研究で 用 い た色刺激8 色の 日本語 及 び中

国語の 色名こ 色票の マ ン セル値 を示 して い る。

2．4 　手続ぎ

　質問紙 法 を 用 い た 。 質 問紙 は 1刺 激毎に ペ ー
ジを

分 け て ，各 ペ ー
ジの 上部に色刺激，下部に評定尺度

を捉示 した 。 両刺激群 とも に，刺 激提 示順 序 が異な

る 10種の 質問紙を同数 の 被験者に割り当て た 。 潜

在危険度の評定尺度は，Braun 　and 　SilverL
’
［｝）

が用 いた

5段階 1丿ッ カ
ー

ト尺度 を翻訳 して 使用 した （図 1）。 尺

度 の 各 力テゴ リ
ー

には 0〜8の 得 点 を与えた。また，

8色 の潜在危険度の 評定後に，下記の 質問項 目 に つ

い て 回答させた 。

　D 自由記述 による 各色 票 の 色名 の 同定 （色 票群の

　　 み に実fiE）

　2 ）各 色に対する連想 語の 自由記述 （北京の 被験者

　　 の みに実施）

　東京における調査は2004 年 10 月〜2005 年 1月，

北京 に おける調査 は2005 年5月に実施した。

〔〕　　完全 不感到危除

　　 （全 く危険 駐を感 じない ）

2　　 多少感到　点危除

　　 （幾分危険性を感 じる）

4　　 感到危除

　　 （危険性を感 じる ）

6　 　感 到イ1．1’［’「危險

　 　 （か な り危険性を 感 じる）

8　　盛到板端約危隣

　　 1：極度 に危 険 「生を感 じる）

図 1　 中国語の 潜在危険度 の 評定尺度

〔下 の 括弧内 に対応す る 日本 語の 尺度 を示す）

3 ．結果

3 ．1　 潜在危険度 の 分析

　 8色に対する潜在危険度の 評定に 0〜8 の 得点を与

えて，8 （安全色 ）x2 （刺 激群）× 2 （調査地域 ）の 3要 因

分散 分析 を行 っ た。反 復測定 に お け る タ イ プ 1エ ラ
ー

率の 増大
21 ，

を防ぐた め 、安全色の 効果 に関する有意

性 の 検定 は ，Greenhouse 　and 　Geisser22
〕

の検定 手続

きに従 い，イプシ 囗 ン の下限恒 を用 い て 自由度 を修正

した。 その 結果 ，安全色と朿1」激群の交互 作用 、安全

色 と調査 地 域 の 交 彑 作用に有意 萍 が認め られ た （F

（112］6）＝ 4．786 ，pく 05 ；F〔12 ］6）＝30 ．727 、　pく ．01 ）Q

　安全色と刺激群の交互 作用を図 2，安 全色 と調査

地域 の交 互 作用 を図 3 に示 す。8色 の 潜 在危 険 の 評

定 は、赤，黒，黄 赤紫，オレン ジ、臼，青 緑の 川頁で

あっ た 。 各々の交互作用 につ いて Bonferroniの方 法に

よる多重 比較検定 を行 っ た。安全 色と刺激群 と の 交
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互作用で は，赤紫の 危 険度は色 名群の 方が色票群 よ

りも有意に高か っ た。安全色と調査地域の 交互作用

で は、赤，黄，赤紫，オ レン ジの 4色 は東京が北京よ

り有 意に危 険度 が 高く、白 は 北 京 が 東京よ りも 有 意 に

危険度が高か っ た。秉京で は黄とオレン ジとの 問に有

意 差が認 め られ たが，北京 では 黄，赤紫 ．オ レンジ

3 色間 の 差は有意 で なかっ た。

3 ．2　色名による色票 の色同定

　色票群の被験者の 自由記述から得られた各色票の

色 名 に よる同定の 集計結果を表 2 に 示す 。 表 2 に お け

る東京の集計結 果は，落合
・
齋藤

13 ’

における日本人 学

生の色票群50 名の結果と等しく，北京の集計結果は，

色 票群 に割り当 て られた中 国人学 生 60 名 の うち，当

該質問項目が無記入 で あ っ た3 名を 除外し た57 名の

集 計結果 を示 して いる 。 日本 人学生 は，赤 ，オ レン ジ，

黄 百，黒，白 の 6色 に つ い て 90 ％ 以 上 の 被験 者が

各 色相の基本 色名で同定 したが
註 2タ

，中国人学生 では．

各色相の 基本色名で 同定した被験者の割合は、赤65
c／o，オ レン ジ82 ％ ，黄58 ％ ，緑 65 ％ ．青6 ］％ と日

本人 学生よ り低く，goc／o 以上 の
一

致が見 られたの は

黒，白の みであ っ た 。 赤紫は．日中とも［ご 紫
”
と回答

する頻度が高か っ た。中国人学生は 日本人学生より
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も多様な色名を用 いる傾向が認 められた。

3．3 　自由連想の傾向分析

　北京 の学生 にお ける 自由記 述により得られた各色

に 対す る 連想 語 は ，中国人留学生 が日本語 に 翻訳 し

著 者 らが 訳語 の校 閲を行 っ た 。 翻 訳 した 連想語 は，

国立国語 研究所編集による分類語彙表
23丿

の 「部門」の

カテ ゴリ
ー

に従 い ，「抽象的関係」，「人問活動の 主体」，

「人間活動一精神及 び行為」，「生産物及び用具」 「自

然物及び自然現象」の 5カテゴリ
ー

に分類 した 。 なお，

色 票群 に お け る 色名 の 同定で ，実際の 色 名と異な る

色名 を答 えた割合が 300／o以上で あっ た、赤，オ レンジ、

黄，緑，赤紫，青の 6 色に関して は，色 名群 色 票群

をそ れぞ れ別 に集 計した。その 結果，色名群と色票

群の 連想語の 傾向は大 差 が なか っ たた め，色 名 群．

色 票群 の連想 頻度を合 算した 。 高 頻度の 連想語 なら

び に特徴的な 連想 語を ま とめた結 果 を表 3に 示 す。

　集計結果 から．赤と白にお い て、中国文化に特有と

考えられる連想語の 出現傾向が認められた。赤にお

いては　「自然物及 び自然現象」を表す語が最も多く、

1血」、「鮮血」，「血 液」が最 も高頻 度で連 想されてい

た 。 「人間 活動一精神及 び行為」に分類された語は．

「信 号」．「赤信号 」が最も多く，次い で ，「熱情」，「熱

烈」が高 頻度 に見られ た。「生産 物及 び用具 」の分 類

で は 旗 に 関 す る 語 、「五 星 紅旗 」，「旗」，「赤旗 」，「国

旗」が高頻 度 で見 られた 。 また、「お 祝い 」，「祝典」、

1
．
吉祥」とい っ た慶事 を表 す言 葉や，「絢爛 」とい っ た

帯 や か さ を 示す連想語 「愛国 」，「社会主 義」，「革命」

「中 国共産党 」など中 国の社 会
・
政 治に関する連想語

が見られた。

　 白にお い て は ．「生産物及 び用 具 」を示す連想語が

最 も多 く見 られた。特 に高 頻度 で見 られた連 想語は

「紙」，「壁」，「牛乳」．「ウニ ディ ン グドレス 」で あ っ た。

「人問活動一精神及 び行為」に 分類された 語の 中で は

「純潔」，「清潔」が高 頻度に見られた。また，「自然物

及 び 自然現 象」で は 「弔
ヨ 」，「雲 」が多 く，「人 間 活動 の

主体」では 「病 院」が多く連想されて い た 。 また白に 関

す る連 想語で は 「恐 怖」，「悲 惨」．「死 神」、「幽 霊」，

「葬 式」，「喪 服」，「少 し不 快」な ど否定 的な 意味を内

包する連想語が多数見 られた 。

3 ．4 赤 ・白の連想語における潜在危険度の 得点別集計

　 赤にお い て は 社会 ・政治に関する語 が高頻度で

連 想 されて いた。一
方，自 において は，肯 定 的 な意

味を 内包する 語 （以下ポジ テ ィ ブ語）と否定 的な意味

を内包 する語 （以下 ネ ガテ ィ ブ語 ）の 両方が高頻農で
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運 想され て いた。そ こ で ，赤と白に関して ．こ れ らの

連想語の 出現頻度と危険度評定との 対応につ いて検

討 するため 被験 者の 潜在危険度の 得点別に連想語

を集計した 。

　赤に つ い ては．被験 者の 潜在 危険度の得点別に連

想された語を集計し，さらにその 中か ら，社会 ・
政治

に関する連想語 「赤旗」、「旗」，「国 旗」，「ロ 国 国 旗」、

「五 星 紅旗」．「革命」，「文化大革命」，「社会主義」，

「共産党 」．「中国 共産党」，「愛 国」，「少年先 鋒隊」の

］2語を抽 出し．それら 12 語が 占め る害1」合を 得点こ と

に算出した。結果 を表4 に 示す 。 こ れよ D，得点 0は

35 ％，得点2は ］9〔Yo，得点 4は ］7％，得 点 6は ］0°
／o．

得点8 は oo／o で あ っ た 。 すなわ5 ，こ れら社会 ・政治に

関する連 想語 は，潜在危 険度を低く評足した被験者

に多く見られ．得点が高くなる に つ れ て，社会 ・政治

に関する連想語 が少 なくなるという傾向が認 められた。

　白に つ い て は，被験者の 潜在危険度の 得 点別 に 連

想語 を集 計 し，さらにそ の中か ら「純 潔」，「ウェ デ ィ ン

グドレス」，「清潔」一 厳粛」，「神聖」、「清純」，「天使」，

「美し い 」．「白 い ハ ト」、「新婦 」のポジ テ ィ ブ語 10 語

表 2　色名による色票の 同定結果

色輿 調 査 地 域 同 定 され た 色 名

東 京 丁 （47〕，　工丁糸匸，　角f　　bカ、右こ赤，　日音し　、
不 　〔各上〕

［
1ed

北 京 紅 〔36丿，深 1⊥ 、1），大紅 （5），IIII彑 〔〕、
」r1「

虹 （13），そ の 他 （3）

東京 z
．
レ ン ジ 価 〕，攅 （11），バ レ ン シ ア オ レ ン シ 、赤み の レ、，柿 色 〔各 ⊥）

しう「とL【1彗c

北京 督呈（27），　h司声竃（10），　橙 萸 （8），　lr司之L（3），　十登≦⊥ （2），　そ　の イ山（7）

東 京 黄 （斗8）　，　レ・．巳ン
ド、　梔　r・色　（各　E）

ycUow
北 京 黄 （3D 、明十 （6），亮黄 （5），深 士 （3），桶昔，淡 鼓 （各2），そ の 他 （8）

東 京 广1 〔39），深．亅 〔6〕，エ メラ ノジ汽 2），1 一コ
ッ クグリ

ー
ン ，暗 い 緑、青 緑 （各 1）

91
馳
じCll

北京 仔　〔37），　 イ　求〔：上0），　 1∵r沌r
「
4），　≒L 翁モ〔3），　そ　の i山〔3）

東 京 青 （45），君羊下r〔2），蒋霊色，月鬧JT弓色，鮮 やカ 、有こ青 （各⊥）
hluc

北京 ，格　く34），　　1身乏1L 、．（13），　　彳尊 Iliイ　（2）、　　占，し 11告：（2），　　そ　o イ也（6）

東京 紫 （31）、赤 紫 （13〕，マ ゼ ン タ，ピ ン ク 〔各2），癬芳 色 濁 勹 た 紫 1〔各 1）
reddish 　Pulpb

北京 紫 （31）、　紫乏⊥い 〉，　粉 重工 （4＞，　拍　そ〔3），　ギ炎紫 （3），　紫
1

曇
「’厂．，　H島紫 （各2，，　そ　の イ也（7）

東京 默 49），漆黒 （1）
bkK．k

北京 πr三（44），　｝不 　亅 「巳，，　鈍 ｝1じ．L3），　＄ 色 （2），　そ の f直〔2冫

whitC
東京 白（49），純白（1）

北京 自 （45），彡屯自 （の，乳 自（1），『白（2），
‘
降自（D

「括・弧、凡1はlrll答数を小 す：1
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を選定 した。ネガティ ブ語は，「葬式 」，「退 屈」，「病」，

「死亡」．「もの叔しい 」，「虚 無」、「孤独な一，「悲 しむ」．

「悲 i参」 「堊みがない」，「恐怖」．
一
少し不 1央」，「喪服」

「死神」，「幽霊」，「白色恐怖」の 16 語を選定した。な

お、こ れ らの ポジテ ィ ブ語とネガテ ィブ語は，国語辞

典 の 定義な ど を 参考 に して 、第
一

薯 者 と 第 二 著 者 の

合議 によ り選定 した。ポジテ ィ ブ語な らびにネガテ ィ

ブ語が占める割合を得点ことに算 出 した結 果 を表 5，

表 6 に示 ず 、こ れよ D ，ボ ジテ ィ プ語が連想さ れ た害1」

合は．得点0 は31 ％ 、得点2 は 17 ％ ，得点4 は ］］o／o ，

得 点 6は 14 〔Y・，得点 8は 0％ で あ っ た （表5）。
一

方、

ネガ テ ィ ブ語 が連想さ れた割合は ，得点 0 は4Cfo，得

点2 は 16 ％，得 点 4は ］9％，得 点 6は ］8％．得 点 8

は 25 ％ で あ っ た（表6 ）。 すなわち、「純潔」，「ウェ デ

ィ ン グ ドレス 」など臼の 目 由連想 で 多く見られたポジ テ

ィ ブ語を連 想して いた被験者は潜在危険度の評 定得

点が低く，「恐怖」，「死亡」．「幽霊」，「死神」などの ネ

ガティ ブ語を連 想 して い た被 験者 は 潜在危 険度の 評

定得点が高い 傾向が認められた。

4 ，考察

　潜在危 険度 の分 析よ り，東京の 学生で は，JIS　Z

9103 で 「危 険」を意 味す るオ レン ジは，「警告」を意

味 する黄 よりも有意 に危険度が低かっ た。一方．北京

の 学生で は、黄，赤 紫，オレン ジの 3色 問 で の評 定の

差 は，索京の 学生ほど顕著で はなく．オレ ン ジ と黄の

危 倹度に有意差が認められなか っ た 。 香港における

Luxrnr．or 　et　al1　
［’｝
の研究 で も，本研究と同様．オレン ジ

は黄 より幾分危 険度が低 い が．有意 差 は 見 ら れ な か っ

た。オレ ン ジは従来，黄よりも高 いレベ ルの危 険を示

す
．
色 として用 いられてきたが、本研究の 結果か ら，東

京，北京 い ずれ の 調 査地域に お い て も ，オ レ ン ジ と黄

との 間で危険度を明確に区分することが困難であるこ

と が示 さ れ た。

　8色の潜在危険度評定の 傾向を比較すると，概して，

北京の 学生 は 、8色閤の評 定 の差 異が東 宗の 学生 ほ

ど明確 にあらわれ て は い な い。中国人 に お け る 色彩

連想 は ア メリ力人と比 較して 明瞭で は ない とい う結果

が示 され てい る
1”i’u ，

ことか ら．中国 におい て は，他

の 文化圏よりも，色と概念 との 連 合が確立 さ れ て い な

い可 能性が考えられる 。

　
・一方．赤と白の潜 在 危険度 の評定 は，束宗の 学生

と北京の 学生 とで 顕著 な差が 見 られた。色 の 潜 在危

険度に関する先行研究
14 ’1［” 1・’！O／，

で は，東京の学生の

結果と同様に赤が最も危険度が高い とい う結果で
一

致 している 。 しかしながら，北京の 学生では先行研 究

と異な り，東京の 学生 よ りも危険度が有意に低か っ た 。

こ れとは対照 的に，自の潜在危険度は東京の 学生な

らびに先行研究
1’1）．b1

にお い て最 も低い とい う結果 が

得 られて い るが，北京 の学 生 で は黒 赤に次 い で 危 険

度が高か っ た 。

　 赤、自に対する連 想 語の 分析 より．赤 に つ い て は、中

国の社会 政治に関する連想語や慶事を示 す連想語が

見られ 白に つ い て は．肯定 的な意味を内包する連想 語

と否定的な意味を内包する連想語の 両方が見られた 。

　 中 国 にお ける色の 文化 的 な意 味 として，以 下の 指

摘がな され て い る。赤は漢民族の 象徴で あ り，最も

畏敬 する色として祝祭 慶 賀などに用い られている
鋤

。
一

方　臼は喪の 色で あ り、かつ 禁忌色で ある
25 丿

と同時

に，「純粋一s 「再生」を示す色として古来から神聖視さ

れ て ぎた
？at

。　 Sai†027
丿

による色彩嗜好 の 比較文化研究

で は ．白 は 中国．日本 ．イ ン ドネ シ ア に お い て 共通 し

て 好まれる色 で あ り，中国 で は，神 聖 （sacredness ）を

象徴 する色として嗜好度が高かっ た。

一方で．白は 「絶

望」，「空虚」，「孤独」，「死」などを連想する色として ，

中国では他の 2 ヶ 国より嫌 悪される割合が高か っ た。

　色彩連想諸 の 出現頻度と潜在危険度との 対応をみ

表4　社会 ・政治に 関する 連想語 が赤 の 潜在危険度 の 得点

　　 別に占める割合

危険．突1
】「
∴1』糾 会 ・山

．
辷漕 に l！，Uす る

　　，，i
．．炉 1．：’、Lし豊⊥．［．1気

斜 べ の LI⊥旭願 ．吏 11
／
♪率 1％ 1

c． 〔： ≧5 a5

∠ 13 61 19

1 12 71〕 ］7

6 5 49 11
「
丿

8 白 δ o

表5　ポジテ ィブ語が白の潜在危険度の得点別に占め る割合

｝1〕、険度得点
ポ ジテ ィ ブ 諳
の 連想 頻度

全 体の 連想 煩度 百 分率 1：％ ）

〔：1 ic． ［27 31

1ζ 12 7［：． L7

［ 3 ビ7 ll

〔i 4 28 14

δ 〔〕 4 1〕

表6　ネガティブ語が臼の 潜在危険度 の得点別に占める割倉

匚 273 ［

危険 変得点、ネ ガ テ イ プ語

の 連 葱 頻 ．史
今体．二り連想 頻 麦 自分 率 し％ 1

G． ．i ／27 4

2 ll 7〔｝ 協

・1 「1 27 19

弓 5 28 18

9 1 4 z5
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ると，赤 にお い て 中国の 社会
・
政 治 に関する語を連想

した被験者は、赤の 潜在危険度を低く評定する傾向

が見出された。一
方 ，自にお いては，ポジティ ブ語の

連 想が 自の 危険度評定 を低める方向に作用 し、ネガ テ

ィ ブ語 の 連 想が危 険度 評定 を高める方 向 に作用 する
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 との

傾向が見 られた。こ の 結果は，Sarto　 の 研究結果に

対応して おり，中国 における臼 の文化的意味に両 義

性があるこ とがうかがわれる。

　 以 上の ことから，木研究において．赤と白の 潜在危

険度が北京と東京とで 異なる結果が得られた理 由とし

て，中国 にお ける色の文化的意味が、これら2 色の危

険度評定に影響を及ぼ して い た可能性が示唆された。

　 しか しなが ら，北京は中国 の 首都で ある こ とから中

国政 府の 影響が 強く．か つ 本研 究 で は師範大 学 の学

生が大多数を占めた ことから，赤 へ の反 応に対して中

国 の 社 会
．
盾勢や教育 の 影響 が強く現 れた可能 性が考

えられる 。 故に，中国の他大学の学生との 比較や、中

国国 内の 他 地 域 との 比 較検 討 も 必 要 と な る で あ ろ う。

また，警告表示 へ の色の利 用を前 提として評定を行 っ

た場合に、8色の 潜在危険度が異なっ て くる こ とも予

測 される 。 こ れ らの点 を考 慮して、中国で の 調査を継

続 している。

5 ， 結論

　 本研 究は．北京在 住の 中 国人学 生 120 名を対 象と

して JIS　Z　9103 に規定された安全色 8 色に対して 5

段 階リッ カ
ー

ト尺度を用 い た潜在危 険度の評定を実施

し，落合 ・齋藤
B

における東京近 郊に在住する日本人

学 生 100 名 の 結 果 と の 比 較検討 を 行 っ た。色 名と 色

票 の 2 種類の 色刺 激を用 いて．それ らを 2つ の 被験者

群に割り当てた 。 また，北京の 学生につ い て は．安全

色 8色 に対する連想 語も調査した u

　 木研究 の結果，以下の 諸点につ い て 明らかとな っ た 。

D オ レ ン ジの潜在危険度は柬 京で は 黄よ D も 有意に

　 低がっ たが，北京で は黄と有意差が認められなかっ た。

2）赤の 潜在危 険度は，東京で は最 も高か っ たが，北

　 京では東京よりも有 意に危 険度が低か っ た 。

3）白 の 潜在 危 険虔 は，東京 で は最 も低か っ たが、北

　 京で は黒，赤に次い で危険度が高か っ た。

4 ）色彩連想 の 分析か ら，北京の 学生 に お け る赤と白

　 の評定 には，中 国文 化 に特有の 色の意 味が影響を

　 及ぼして し、る可能性が示唆された 。
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’［
オ レン ジ

1「
と
’．
橙

”
の慣

　　 用 色名に お ける 代表的な 色記号は同
一

で ある
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